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JA佐渡広報誌

年頭のごあいさつ
支店運営委員長から新年を迎えての一言

お笑いコンビ「だいなお」が司会を務めるふれあいアッセまつりの会場レポート動画を公開しています。
　　　ＪＡ佐渡ホームページからぜひご覧ください。



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
稲
作
は
ど
う
で
し
た
か
。
作
況
指
数

１
０
５
は
実
感
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
上
位
等
級
比
率
が
６
９
・
６
％
と
目

標
を
は
る
か
に
下
回
り
、
全
国
の
過
剰
在
庫
が
50

～
70
万
ト
ン
発
生
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し

の
中
、
Ｊ
Ａ
に
出
荷
い
た
だ
い
た
佐
渡
米
も
４
、

０
０
０
ト
ン
余
の
契
約
残
を
抱
え
る
状
況
で
す
。

お
け
さ
柿
も
単
価
は
回
復
し
、
売
上
高
は
前
年

を
上
回
っ
た
も
の
の
数
量
が
前
年
比
85
％
で
前
年

を
下
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
平
成
26
年
は
農
政
大
転
換
の
始
ま
り
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
国
の
示
す
成
長
戦
略
目
標
―

①
農
地
の
８
割
を
「
担
い
手
」
が
利
用　

②
生
産

コ
ス
ト
４
割
削
減
、
９
、６
０
０
円
／
60
キ
ロ　

③

法
人
経
営
体
数
５
万
法
人　

④
農
業
・
農
村
全
体

の
所
得
倍
増　

⑤
６
次
産
業
化
市
場
10
兆
円
、
輸

出
１
兆
円
―
を
目
標
に
政
策
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

５
年
後
を
め
ど
に
生
産
数
量
目
標
の
廃
止
、
前

国
会
で
は
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
法
案
が
通
過
、

日
本
型
直
接
支
払
い
や
水
田
有
効
活
用
な
ど
制
度

設
計
も
予
算
と
並
行
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
こ
れ
ら
の
施
策
の
展
開
を
ふ
ま
え
、
プ

ラ
ス
志
向
で
地
区
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
や
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
策
定
を
行
い
、
佐
渡
農
業
の
振
興
を
ど
う

図
る
か
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。
冬
季
座
談
会
に
は

そ
れ
ま
で
に
決
定
し
た
施
策
を
中
心
に
具
体
的
な

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
共
に
考
え

行
動
に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
事
業
基
盤
は
少
子
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
を
受
け
弱
体
化
の
進
行
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

24
年
度
に
は
事
業
部
制
を
採
用
、
25
年
に
は
３
つ

の
倉
庫
を
新
畑
野
倉
庫
に
集
約
な
ど
運
営
コ
ス
ト

の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

拠
点
の
体
制
整
備
を
具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

利
便
性
と
公
平
性
そ
し
て
運
営
コ
ス
ト
を
総
合
的

に
判
断
し
組
合
員
に
も
痛
み
を
伴
う
体
制
整
備
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る

食
糧
危
機
に
対
し
て
国
内
生
産
を
維
持
す
る
こ
と

や
食
の
安
全
・
安
心
、
国
民
皆
保
険
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条

項
な
ど
国
会
決
議
を
し
っ
か
り
守
る
運
動
を
継
続

展
開
し
ま
す
。
い
ま
国
民
は
政
府
が
ど
ん
な
交
渉

を
し
て
い
る
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
新
聞

や
テ
レ
ビ
の
報
道
に
関
心
を
も
ち
、
情
報
の
開
示

を
要
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
渡
で
は
農
林
漁
業
・
商
工
業
・
観
光
業
が
行

政
と
連
携
し
、
情
報
発
信
を
行
い
、
島
の
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。
Ｊ

Ａ
は
役
職
員
の
総
力
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の

で
組
合
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
積
極
的
に
参
加
・
参

画
す
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

Ｊ
Ａ
佐
渡
経
営
管
理
委
員
会 

会
長　

髙
橋　

一
五
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支
店
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
の
新
年
を
迎
え
て
の
一
言

相
川
支
店
　
石
塚
　
順
一

　

政
府
は
米
の
過
剰
在
庫
対
策
と
し
て
更
な
る

減
反
の
増
加
や
、
補
助
金
を
減
ら
そ
う
と
し
て

い
る
。
更
に
飼
料
米
転
作
に
高
額
な
補
助
金
を

出
し
、
農
地
の
集
約
化
を
進
め
大
規
模
化
を
図

る
と
言
っ
て
い
る
が
佐
渡
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
で
は
集
約
化
や
大
規
模
化
は
難
し
い
。
小
規

模
農
家
は
今
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
支
店

運
営
委
員
で
検
討
し
て
い
る
地
区
営
農
ビ
ジ
ョ

ン
で
対
応
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
穂
支
店
　
飯
田
　
修

　

厳
し
い
農
業
情
勢
と
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

の
中
で
、
地
区
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
を
昨
年
12
月
の

支
店
運
営
委
員
会
の
中
で
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
組
合
員
に
周
知
し
、
い
か
に
策
定
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
か
が
緊
急
の
課
題
で
す
。

集
落
で
議
論
を
重
ね
、
実
践
す
る
こ
と
で
明
る

い
明
日
の
農
業
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
木
支
店
　
菊
地
　
貞
次

　

小
木
地
域
の
現
状
は
老
齢
化
が
進
み
農
業
後

継
者
が
不
足
し
て
い
る
中
、
今
後
は
離
農
廃
作

者
が
増
大
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
当
支
店
運

営
委
員
会
で
は
「
地
区
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
題

し
て
地
域
の
将
来
を
見
据
え
る
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
農
業
が
や
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
委
員
会
で
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
組
合
員

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
和
田
支
店
　
稲
辺
　
嘉
孝

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
は

じ
め
大
変
厳
し
い
時
代
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
特
性
を
重
視
し
地
域

の
皆
さ
ま
の
意
思
反
映
を
図
り
、
地
域
に
適
合

し
た
支
店
業
務
の
運
営
の
実
現
の
た
め
委
員
会

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
併
せ
て
当
支

店
の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

畑
野
支
店
　
菊
池
　
斉

　

米
の
減
反
政
策
も
５
年
後
に
は
廃
止
と
な
り
、

農
政
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
は
中
山
間
地
域
農
業

が
崩
壊
し
集
落
が
消
滅
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
。

今
年
は
農
業
政
策
転
換
元
年
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
や

佐
渡
市
と
共
に
今
後
の
豊
か
な
農
業
の
あ
り
方
、

地
域
組
合
員
の
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
を
考

え
る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

赤
泊
支
店
　
信
田
　
一
男

　

雪
の
中
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
か
ら
始
ま
り
、
野
菜
、

果
実
と
年
間
を
通
し
沢
山
の
青
果
物
が
出
荷
さ

れ
、
今
は
干
し
柿
が
集
荷
場
を
賑
わ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
維
持
・
拡
大
す
る
た

め
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
拡
充
し
て
い
く
の
が

地
区
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
功
は

消
費
・
販
売
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
だ
。

私
も
柿
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
稲
と
体
の
続
く
限
り

頑
張
り
た
い
。

金
井
支
店
　
山
本
　
茂

　

当
支
店
運
営
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の

重
点
課
題
と
し
て
「
米
の
品
質
向
上
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
特
に
一
等
米
比
率
の
低
か
っ
た
６
地

区
を
対
象
に
指
導
会
等
を
行
っ
た
結
果
、
６
地

区
の
平
均
で
前
年
と
比
べ
一
等
米
比
率
が
48
％

も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
産
米
に
つ
い

て
も
、
更
な
る
品
質
向
上
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
野
支
店
　
中
川
　
静
男

　

昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
自
民
党
・
公
明

党
が
大
勝
し
、
即
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
推
進
。
消
費

税
増
税
も
通
し
、
さ
ら
に
国
民
の
大
多
数
が
反

対
し
て
い
る
特
定
機
密
保
護
法
を
強
行
採
決
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
農
政
に
お
い
て
も
減
反
を

は
じ
め
様
々
な
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
の
維
持
・
発
展
の
た
め
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

両
津
支
店
　
川
島
　
一
三

　

今
年
は
、
農
政
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
漢
字
「
輪
」

が
象
徴
す
る
よ
う
に
地
域
・
支
店
が
一
体
と
な

り
、
地
区
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
本
年
も
良
い

年
に
な
る
よ
う
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3



農業税務に関するお知らせ
　平成25年1月1日からの通帳取引の中で、農業税務に係わる取引の例示をまとめましたので、参考にして下さい。

� 25年 12月作成　JA佐渡
普　通　貯　金　（兼お借入明細） 仕　　　訳

年   月   日 摘　要 お支払金額 お預り金額 内　　　容 借　方 貸　方
25-01-30 米精算金 H23ﾈﾝｻｲｼﾕｳｾｲｻﾝ � ＊＊＊＊＊ 23年産米の最終精算 普通預金 雑収入
25-02-05 申告利用料 � 1,000 支援システム 農業所得申告支援システム利用料 雑費 普通預金
25-02-19 米粉用米 Ｈ23ﾈﾝｻﾝ � ＊＊＊＊＊ 23年産米粉最終精算 普通預金 雑収入
25-02-21 申告利用料 � 3,000 農家経営利用料 農家経営支援システム利用料 雑費 普通預金
25-02-21 申告利用料 � 10,500 Web利用料 Web農業簿記システム利用料 雑費 普通預金
25-02-26 農）雑収入 Ｈ24出荷経費 � 300 24年産米出荷経費助成（60㎏） 普通預金 雑収入
25-03-22 飼料用米 Ｈ23ﾈﾝｻﾝ � ＊＊＊＊＊ 23年産飼料用米最終精算 普通預金 雑収入
25-03-25 歳出金 ﾎｸﾘｸﾉｳｾｲｷﾖｸ � ＊＊＊＊＊ 水田活用の所得補償交付金 普通預金 雑収入
25-04-12 申告利用料 � ＊＊＊＊＊ 減価償却費計算 減価償却計算サービス利用料 雑費 普通預金
25-04-25 振込 H24ｻﾄﾞﾊﾞﾝｼﾖﾄｸ � ＊＊＊＊＊ 佐渡版戸別所得補償交付金 普通預金 雑収入
25-05-22 農）租税 � 2,000 青色申告会会費 24年度JA佐渡農業青色申告会会費 租税公課 普通預金
25-05-28 加工用米 H22ｶｺｳﾖｳﾏｲﾂｲｶ � ＊＊＊＊＊ 22年産加工用米全国共計差額 普通預金 雑収入
25-05-28 加工用米 H23ｶｺｳﾏｲｾｲｻﾝ � ＊＊＊＊＊ 23年産加工用米最終精算 普通預金 雑収入
25-05-28 備蓄米 H23ﾋﾞﾁｸｻｲｼﾕｳ � ＊＊＊＊＊ 23年産備蓄米最終精算 普通預金 雑収入
25-06-21 米契約金 � 2,500 平成25年産米出荷契約金（2,500円/30㎏） 普通預金 前受金
25-06-28 振込 ｺｳﾌﾍﾝﾉｳｷﾝ � ＊＊＊＊＊ 水田経営所得安定対策の積立金返還 普通預金 仮払金
25-07-18 振込 ｱｸﾞﾘｴｺｻﾎﾟｰﾄｷｷﾝ � ＊＊＊＊＊ JAバンクによる利子助成 普通預金 雑収入
25-07-22 農済水稲 � ＊＊＊＊＊ 水稲共済無事戻し 普通預金 雑収入
25-07-24 農）雑費 � ＊＊＊＊＊ 水経事務手数料 水田経営所得安定対策における事務委託手数料 雑費 普通預金
25-07-24 振替 � ＊＊＊＊＊ ナラシ積立金 水田経営所得安定対策平成25年度積立金 仮払金 普通預金
25-07-25 農済水稲 � ＊＊＊＊＊ 水稲共済掛金 共済掛金 普通預金
25-09-＊＊ ＪＡ米 ＪＡ米 ｺｼﾋｶﾘ � 6,850 コシヒカリ1袋（30㎏）出荷した米代金（1等） 普通預金 販売高
25-09-＊＊ 米契約金 � 2,500 米契約金の返納 前受金 普通預金

25-09-＊＊ 加工用米 加工用米 ｺｼﾋｶﾘ � 5,000 加工用米としてコシヒカリ1袋（30㎏）出荷した米代金（1等） 普通預金 販売高

25-09-＊＊ 屑米代金 � ＊＊＊＊＊ 屑米（25㎏）1袋出荷した販売代金（袋代込み） 普通預金 販売高
25-09-30 米代金 H24ﾂｲｶﾊﾞﾗｲ � ＊＊＊＊＊ 24年産米の追加払い 普通預金 雑収入
25-10-22 賦課金 � ＊＊＊＊＊ ＪＡ佐渡の賦課金 租税公課 普通預金
25-10-25 防除費 � ＊＊＊＊＊ 共済組合防除費 農薬衛生費 普通預金

25-10-＊＊ 米仮払金 ｶﾝﾄﾘｰｶﾘﾊﾞﾗｲ � 7,200 カントリーへのコシヒカリ出荷分に対する仮払金（60㎏） 普通預金 仮受金

25-10-＊＊ 加工用米 � 165.4 カントリー出荷の加工用米代金（1等/㎏） 普通預金 販売高
25-10-＊＊ 備蓄米 � 165.4 カントリー出荷の備蓄米代金（1等/㎏） 普通預金 販売高
25-11-08 ＪＡ米 � ＊＊＊＊＊ カントリー出荷分の米代金 普通預金 販売高
25-11-08 米仮払金 � ＊＊＊＊＊ ｶﾝﾄﾘｰｶﾘﾊﾞﾗｲ カントリー仮払金返済 仮受金 普通預金
25-11-08 バラ利用料 � ＊＊＊＊＊ ｶﾝﾄﾘｰ カントリー利用料 賃借料 普通預金
25-12-18 契約金利 � ＊＊＊＊＊ 25ﾈﾝﾏｲｼﾕﾂｶｹｲﾔｸ 出荷契約金に伴う金利 利子割引料 普通預金

25-12-24 歳出金 ﾎｸﾘｸﾉｳｾｲｷﾖｸ � ＊＊＊＊＊
米の直接支払交付金（15,000円/10a）
水田活用の直接支払交付金（加工用米、飼料用米、
米粉用米、飼料作物、WCS）

普通預金 雑収入

25-12-24
（予定） 備蓄米 H25面積支払 � ＊＊＊＊＊ 25年産備蓄米の面積支払い（20,000円/10a） 普通預金 販売高

25-12-25 柿代金 � ＊＊＊＊＊ 小木・赤泊管内柿代金振込 普通預金 販売高　※1
25-12-27 柿代金 � ＊＊＊＊＊ 小木・赤泊以外柿代金振込 普通預金 販売高　※1

25-12-27
（予定） 農）雑収入 予約大口奨励金 � ＊＊＊＊＊

①�肥料農薬を一定以上予約いただいた方への奨励金
（肥料費、農薬費、それぞれの経費から入金分を
差し引きます。）

普通預金 肥料費もしくは
農薬費　※2

①�肥料農薬を一定以上予約いただいた方への奨励金
（雑収入へ計上します。） 普通預金 雑収入　※2

※1 収入－経費の差し引きで入金されますので、収入は収入、経費は経費へ計上します。
※2 消費税対象者の方はＪＡへご相談ください。
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農業所得申告支援システムご利用の皆様へ

帳票の発送について
　平成25年度の農業所得申告支援システムの帳票は、平成26年１月20日以降、順次お申し込みの皆

様へ発送する予定ですのでお知らせいたします。システムを活用した税務申告の研修会日程につきま

しては、帳票発送時に同封いたしますのでご確認ください。

記帳・帳簿等の保存義務について
　平成26年１月からすべての農業者の皆様を対象に、記帳・帳簿等の保存が必要になります。農業

所得申告支援システムは保存義務対象の帳簿となりますので、システム帳票のほか、供給伝票や購買

取引明細書につきましても保存をしてください。農業所得申告支援システム

に反映されないＪＡ以外の取引および現金取引について入力する「収入・必

要経費記録簿」をご用意しておりますので、必要な方は最寄りの営農農機課

へご相談ください。パソコンのエクセルを使用し入力できるシートです。Ｊ

Ａ佐渡のホームページにも掲載してありますのでご活用ください。

減価償却費計算サービスのご案内
　毎年の農業所得申告時に減価償却の計算にお困りではありませんか。

　ＪＡでは、農業所得申告時に必要な減価償却費の計算サービスを有償で行っています。

　お申し込みを希望される方は、１月31日までに最寄りの営農農機課で加入手続き

をお願いいたします。申込時には、通帳お取引印と、減価償却資産の所有状況がわ

かるもの（前年度申告書類等のコピー）、当年度中に10万円以上の取得資産がある

場合は取得月日、価格等がわかるもの（領収書等のコピー）、売却または廃棄処分し

た資産がある場合はその月日、売却価格等がわかるものが必要になります。

Web農業簿記システムのご案内
　インターネット回線を使用し、青色申告に必要な農業所得の申告書類が作成できる「Web農業簿

記システム」を利用してみませんか？

　JAでお買い上げいただいた購買取引や貯金取引、米出荷関連の取引は自動的に仕訳された状態で

データ入力されます。JAデータの内容確認とJA以外の取引を追加入力することにより農業所得の申

告書の作成ができます。また、データの蓄積により経営分析が可能となります。青色申告をするには

届出が必要になりますので、青色申告の承認申請を青色申告を始めようとする年の３月15日までに

佐渡税務署へ提出してください。（すでに申請済の方は不要）また、ＪＡ佐渡で

記帳支援、研修会等を行っておりますが、JA佐渡農業青色申告会（年会費2,000

円）にも併せて加入が必要となります。

　26年申告より利用を希望される方、またWeb農業簿記システムの詳しい内容に

つきましては営農事業部営農企画課（TEL:63-3106）までお問い合わせください。

かけいぼ
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◆今後のＪＡの進む方向の策定に向け研修旅行を実施しました

　12月６日から９日にかけ台湾の台中市内で開催された物産展に
佐渡市とＪＡ佐渡が参加し、海外での販売促進活動を行いました。
　この物産展は台中世界貿易センターが主催する菜食の物産展で、
ＪＡ佐渡として初めての海外出展・ＰＲ活動となりました。台湾
では菜食文化が年々注目され、現在では30万人を超えており、台
湾全土に6000軒近い菜食専門のレストランが出店しています。食
に対する安全や健康を保つことに関心のある台湾の企業や消費者
に向け、佐渡の環境保全に取り組んだ安全・安心の農産物をＰＲしました。
　物産展には干し柿や佐渡市認証米、乾燥椎茸やコープ佐渡が製造する米菓や切り餅などの特産品や季
節の農産物約400kgを持ち込み、来場者へ栽培・製造過程の説明や商品説明を行いながら、販売を進め
ました。
　世界農業遺産に認定されたことや、環境保全型農業についての質問、干し柿などの製造過程に興味を
持って下さる方など多くの方に佐渡の取り組みについて関心を持っていただき、国外販売へ向け大きな
一歩を踏み出しました。

　11月25日から27日にかけ、髙橋会長を含む役員16名で役
員研修旅行を実施しました。研修のテーマは「佐渡農業の
今後の方向とＪＡ佐渡の役割」です。
　初日に訪問した「ＪＡ越前たけふ」は経済事業全部をＪ
Ａから切り離して子会社に事業譲渡したことで、マスコミ
をにぎわし一躍有名になりました。しかしこの取り組みは
あくまで「ＪＡ越前たけふ」の事業戦略の一部で、「ＪＡ
の原点回帰・各事業部門の完全黒字化をめざす取り組みを
進めていった結果このような形になった。」（冨田組合長談）

とのことでした。冨田組合長の熱い情熱と強いリーダーシップのもと、激変する経営環境への布石を着々
と打っている印象を受けました。
　続いて、「ＪＡたじま」訪問です。コウノトリを育む農法とは「おいしいお米と多様な生き物を育み、
コウノトリも住める豊かな文化・地域・環境づくりをめざすための農法」と位置づけ、三位一体（県・市・
ＪＡ）の普及体制で取り組んでいます。
　販売面では、消費者意識分析の結果「環境・生物多様性保全への貢献は消費者へ伝わっていない」（コ
メの購入動機となっていない）ことから、「ニーズや価値は作り出さないといけない」という結論に至
り「消費者との交流事業、価値の伝達（消費地へ出向く、多様な商品構成）」に取り組んでいます。
　水稲だけで19部会あり、部会別に生産カレンダーの作成等による栽培管理の統一とＪＡ指導員との連
携による地域ブランドづくりを行っています。
　コメ政策への対応では豊岡市は生産調整未達成であり「作りたい農家は作るべき」との基本的な考え
方を行政も持っていることから、新政策に対して特段危惧していないようでした。
　集荷方法は契約栽培米（農家からＪＡ買い取り）が全体の１/３を占めており、19区分のブランド各々
に単価が設定されています。販売はＪＡの販売課で直売しており24年産は完売しているそうです。
　各ＪＡ共に自身の政策・戦略を明確化しており、今後のＪＡ佐渡の経営方針の参考となる点が多く見
つかる研修となりました。

◆台湾で開催された物産展に出展しました
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ＪＡ佐渡米販売情報
25年産佐渡米販売状況

12月15日現在

コシヒカリ 主食用販売計画
（トン）

販売実績 主食用
契約率（%）数量（トン） 前年同期比（％）

佐渡地区   16,526   4,327 106 71
新潟一般 129,019 20,153 101 61
魚沼地区   27,302   4,600   99 36
岩船地区   14,242   2,837 106 72

　販売進度は新潟県産米全体で見ても前年同期比102％となっていますが、販売実績が鈍りつつあります。
　佐渡米は、播種前収穫前等の契約で71％の状況です。現在コシヒカリで約4，100トンの未契約があ
りますが、トップセールス・販売促進等により追加契約が上がっている状況です。今後も販売促進等を
継続し、各卸の固定需要に対応して、単年度での全量販売を目指します。

　㈱コープ佐渡から米粉入り生うどん「さどっ粉うどん」が11月に発売され、
現在エーコープ各店での販売を行っております。
　佐渡市認証米から製粉した米粉を使用することで、米粉の甘みが感じられ
る食感の良い麺となっております。
　より良い商品を皆さまにご提供すべく、製品に対するアンケートを実施し
ておりますので、ご協力をお願い致します。

佐渡産の米粉を使用した「さどっ粉うどん」新発売！

エーコープ店内にアンケートを用意してあります。
アンケートにご協力頂いた方の中から抽選で70名の方に商品券を進呈！
アンケート期間：平成25年12月～26年１月末

　25年度佐渡米が雑誌や新聞などマスメディアで話題と
なっています。
　12月26日号の女性セブンでは、「プロが選ぶ今冬おすす
めのブランド米」の記事で、米屋「スズノブ」が選ぶおす
すめのお米として、佐渡産「こしいぶき」が選ばれました。
　12月10日発行の「日刊スポーツ」では、カーリング女
子日本代表のオフィシャルスポンサーである全農が、最終
予選の際に選手・関係者に佐渡米を使用したおむすびを提
供したとの記事が掲載されました。

佐渡米が各種メディアで取り上げられています

佐渡産コシヒカリ30キロが
おむすびとして提供されました。
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　11月30日、レストラン味彩の

伊藤シェフをお招きし、フルー

ツカット＆ケーキ作り講習を行

いました。プロの技を間近に見

ることができ、とても感動しま

した。

　12月８日、恒例となった味噌

作りを行いました。大豆90kg塩

60kg麹81kg使用しました。熱々

の煮豆を機械ですり潰して、塩や

麹を混ぜる作業が大変でした！

ＪＡ佐渡グリーンミセス

　11月28日、ＪＡ佐渡金井支店を

会場に行いました。中央会から講師

をお招きし、ＴＰＰ情勢について農

家の「かあちゃん」として知ってお

くべき事を学びました。また、午後

からは日本絵手紙協会より中川先生

をお招きし、まごころを伝える「絵

手紙」を教えて頂きました。完成し

た絵手紙は佐渡病院に展示させて頂

きました。（展示は終了しております）

ＪＡ佐渡女性部役員研修会

　この大会は、職員１人１人

の意識向上とレベルアップを

図り、組合員・地域の方々か

ら安心して窓口をご利用いた

だけるよう定例的に開催して

います。

　金融事業部全職員が参加

し、共済・貯金・融資の部門

課題の中から発表を行い、効

果的な窓口での技法について

学びました。

まごころを込めた接客を
� ～窓口セールスロールプレイング大会実施
� 11月30日　ＪＡ佐渡本店

新人の窓口担当者が率先して発表を行いました

　この品評会はより一層の規格統一や高品質生産を目的とし、生産

者10名から計18点のふじが出品され、外観や食味で審査を行いまし

た。審査の結果、最優秀賞に柴原豊明さん（真野）、優秀賞に斉藤農

園さん（新穂）、柴原寿美さん（真野）の２名が選ばれました。

　Ａコープ金井店前では表彰式に合わせてりんごの即売会も行い、

消費者へのＰＲ活動も行いました。

第９回佐渡産りんご（ふじ）果実品評会・表彰式開催
12月３日　Ａコープ金井店前
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　青年部は現在の農政の理解やＪＡとの相互理解を

深めるため、ＪＡ役職員との懇談会を実施しました。

　「水田農業をめぐる情勢について」と題して行われ

た座学では、現在の需給動向や今後の課題について

は営農事業部担当者から説明を行い、現状の理解と

今後の政策について意識共有を図りました。

　役職員との懇談では各メディアで報道されている

生産調整の見直し等を重点的に議論し、担い手の代

表として意見交換を行いました。

青年部がＪＡ役職員と懇談会を実施
� 12月７日　赤泊支店

島内現地研修会を実施
� ～ＪＡ佐渡食茸部会～
　ＪＡ佐渡食茸部会は12月18日、原木シイタケ生

産者を対象とした島内現地研修会を開き、生産者ら

38人が参加しました。

　現地研修では、相川地区の菊地睦夫さんのホダ場

を見学し、25年に植菌したものを例に今後の栽培に

おける注意事項等やポイントを確認しました。

　室内研修では、日本椎茸農業協同組合の小池参事

を講師として招き、「本年度の椎茸販売に見る次年度

よりの椎茸販売」と題し研修を行いました。厳しい

販売環境が続きますが、食茸部会はより安心・安全

で高品質な椎茸の栽培を目指します。
１年の集大成　第３回女性部大会開催
� 12月14日　両津文化会館

　３回目を迎える今回の大会は、“佐渡の将来を共に考えよ

う“をテーマに、前参議院議員の森ゆうこ氏による記念講演・

篠笛奏者の狩野泰一氏の記念コンサートが行われました。

　午後からは、各支部毎に取り組んでいる演芸や舞踊・演

奏等の披露を行い、ステージを賑わせました。ホールでは、

部員が製作・栽培した手芸品の展示や農産物の販売を行い、

部員から多くの来場者の方に女性部活動の楽しさ・魅力を

伝えるイベントとなりました。

農業を中核とした地域づくりへ
　　　～地区営農ビジョン発表～
　25年５月からプロジェクト委員会を設置し、

検討をしてきた地区営農ビジョンの素案が各

支店で完成し、12月に開催された支店運営委

員会の場で報告・検討されました。地区によっ

ては、地域おこし協力隊の地区担当を協議の場

に招き、具体的な重要品目の策定や、農業や地

域の維持・発展について話し合いを行いました。

　素案が完成したビジョンは、変動する農業

情勢に合わせて随時内容を見なおし、地域に

根付いたものとなるよう支店運営委員会で随

時見直し、検討を行っていきます。

羽茂女性部と共演・披露した「相川音頭」
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審査員からのコメント

　道路からの急な飛び出しは大変危険です。
　友達と野球をしていて、取りそこねたボールが道路に転
がり出ることはよくある光景です。
　しかし、それは交通事故につながってしまうかもしれま
せん。そうした場面を画面いっぱいにしっかり描き「あぶ
ない！」という文字を中央に赤い色で書き込み、友達に交
通事故の防止を呼びかけるすばらしいポスターです。
　しっかりとした線描での書き込みと丁寧な彩色でうった
えていこと、呼びかけたいことがよく伝わってくるポスター
です。

審査員からのコメント

　交通指導員の方と一緒に、横断歩道をしっかり手を挙げ
て渡っている様子が生き生きと描かれ、ほほえましい光景
です。
　横断歩道と人物を右手前から左奥へと、停車している車
と信号機を画面右上に配した構図もすっきりとまとまって
います。また混色によりたくさんの色を使いながらも落ち
着いた色調で全体を整え、青いクレヨンの縁取りも効果的
です。道路の横断や飛び出しで、尊い命が失われる交通事
故が発生しています。登下校だけでなく、どんな時でも交
通ルールを守り、安全に生活していくよう心がけましょう。

新潟県教育長賞

新潟県知事賞

沢根小学校４年

佐々木　楓乃 さん

金井小学校３年

稲葉　凜 さん

交通安全ポスターコンクール
小・中学生のみなさんに美術を通して交通安全へ関心を持ってもらい

それが社会に広がっていくことを願って開催しています。

新車・中古車のお得な情報は
� ＪＡ佐渡ホームページへ
　お買い得価格となっている車両情報を皆さまへお届けするた

め、ＪＡ佐渡ホームページでいち早く公開しています。

　さらにＪＡ佐渡メールサービスに登録いただきますと、新しく

登録された車両をメールでお知らせ・確認することができます。

　車のご購入をお考えの方はＪＡ佐渡ホームページをご確認 

ください。
お探しの車両をお求めやすい価格で！
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私
た
ち
女
性
部
金
井
支
部
は
、
１
人

１
品
目
１
ア
ー
ル
運
動
で「
さ
つ
ま
芋
」

の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

料
理
講
習
会
で
は
収
穫
し
た
芋
を

使
っ
た
「
芋
餅
」「
干
し
芋
」
作
り
や
、

米
粉
を
使
っ
た
料
理
に
も
数
種
類
挑
戦

し
、「
自
分
で
も
出
来
る
！
作
れ
る
！
」

喜
び
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

通
年
で
は
「
た
い
や
き
」
を
Ａ
コ
ー

プ
金
井
店
の
横
で
焼
い
て
お
り
ま
す

が
、
好
評
で
い
つ
も
売
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
金
井
の
た
い
や
き
は
「
こ

し
餡
」
と
「
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
」

の
２
種
類
を
焼
い
て
い
ま
す
。
お
近

く
を
お
通
り
の
際
は
ぜ
ひ
味
見
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
発
表
会
や
施
設
慰
問

な
ど
も
積
極
的
に
行
い
、
部
員
た
ち
は

皆
、
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
女
性
部
で
一
緒
に
輝
き
ま

せ
ん
か
？

〜
金
井
支
部
　
活
動
報
告
〜

８
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新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

介護・福祉についての ご相談・お問い合わせは [佐渡ふれあい福祉会] へ　電話63-2300（代表）

QA＆

佐
渡
ふ
れ
あ
い
福
祉
会

介
護
・
福
祉

耳
鼻
咽
喉
科
医
長

�

奥
村
　
仁

「
耳
垢
」

住
宅
改
修

�

《
前
篇
》

Q
．
外
出
の
際
、
玄
関
か
ら
で

は
な
く
、
居
間
か
ら
出
入
り
を

す
る
た
め
に
、
居
間
の
掃
き
出

し
口
に
ス
ロ
ー
プ
を
付
け
る
計

画
で
す
。
住
宅
改
修
の
対
象
工

事
と
な
り
ま
す
か
？

A
．
居
間
や
廊
下
の
掃
き
出
し

口
か
ら
安
全
に
車
椅
子
で
出
入

り
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
設
置

の
工
事
は
、
住
宅
改
修
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
条
件
と
し
て

固
定
工
事
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
取
り
外
し
が
可
能
な
ス

ロ
ー
プ
で
は
住
宅
改
修
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

Q
．
自
宅
の
洋
式
ト
イ
レ
を
、

暖
房
機
能
と
洗
浄
機
能
が
あ

る
便
座
に
交
換
し
た
い
が
住

宅
改
修
の
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
か
？

A
．
立
ち
上
が
り
が
困
難
で
、

和
式
ト
イ
レ
か
ら
、
洋
式
ト
イ

レ
に
変
更
す
る
場
合
は
、
住
宅

改
修
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
暖
房
機
能
や
洗
浄
機
能
が

つ
い
た
便
座
へ
の
交
換
は
、
住

宅
改
修
の
支
給
対
象
外
で
す
。

又
、
洋
式
ト
イ
レ
が
古
く
な
っ

た
の
で
交
換
し
た
い
と
言
う
場

合
も
住
宅
改
修
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

Q
．
現
在
使
用
し
て
い
る
和
式

ト
イ
レ
は
改
修
せ
ず
、
寝
室
に

洋
式
ト
イ
レ
を
新
た
に
設
置

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

住
宅
改
修
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
？

　
A
．
改
修
で
は
な
く
ト
イ
レ
が

増
設
さ
れ
る
工
事
と
な
り
ま
す

の
で
、
住
宅
改
修
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
改
修
の
ご
相
談
は
…

「
ふ
れ
あ
い
館
」

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３
ー
２
３
０
０

「
ふ
れ
あ
い
館
南
佐
渡
」

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

８
８
ー
１
５
０
０

ま
で
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ

い
。

　

耳
垢
に
は
大
き
く
分
け
て
２
種
類
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
カ
サ
カ
サ
し
た
乾
性

の
も
の
と
ベ
ト
ベ
ト
し
た
脂
質
の
成
分
が

多
い
湿
性
の
も
の
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
ミ
ミ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
が

多
い
か
は
人
種
に
よ
り
異
な
り
、
日
本
人

の
約
８
割
が
乾
性
、
西
洋
人
の
約
８
割
が

湿
性
と
い
わ
れ
て
お
り
、
耳
垢
型
決
定
遺

伝
子
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
耳
垢
が
ベ
ト
ベ
ト
し
て
い

て
も
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
耳
の
穴

に
つ
ま
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

耳
掃
除
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

か
と
時
々
聞
か
れ
ま
す
。
耳
の
穴
の
皮
膚

は
傷
を
つ
け
な
い
限
り
耳
垢
で
感
染
を

起
こ
す
こ
と
は
な
く
、
耳
の
皮
膚
の
表
面

に
は
線
毛
と
い
う
外
に
運
び
出
す
毛
が

あ
り
、
古
く
な
っ
た
皮
膚
も
新
陳
代
謝
で

少
し
ず
つ
外
に
運
ば
れ
て
い
く
と
い
っ

た
自
浄
作
用
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
竹
な
ど
の
耳
か
き
棒
で
傷
を

つ
け
る
の
は
好
ま
し
く
な
く
、
ま
た
耳
か

き
棒
で
は
子
供
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
転
倒

し
た
り
な
ど
で
鼓
膜
に
穴
が
あ
い
た
り
、

難
聴
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
清
潔
な
綿
棒
で
風
呂
上

り
に
耳
垢
が
少
し
ふ
や
け
た
状
態
で
、
穴

の
奥
に
入
れ
ず
に
手
前
だ
け
拭
き
取
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
毎

日
掃
除
を
す
る
必
要
は
な
く
、
月
に
１
度

程
度
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

不
必
要
に
擦
り
過
ぎ
て
耳
の
穴
の
皮
膚

を
傷
つ
け
て
感
染
を
引
き
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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アイアイ ドド ルル

今月のさわや
かくん

い

生

き
い
き
人

身体を動かすことが好きです

赤泊支店管内（徳和）

菊
き く ち

池　晃
あき

大
ひろ

さん

Ｑ
．
お
仕
事
は
何
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　

車
両
整
備
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
そ
の
仕
事
で
や
り
が
い
を

感
じ
る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　

お
客
様
に
笑
顔
で
あ
り
が
と

う
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

時
に
こ
の
仕
事
に
就
い
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

Ｑ
．
趣
味
は
何
で
す
か
？
ま
た
、

休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

趣
味
は
バ
イ
ク
や
釣
り
で
、

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

す
。
休
日
は
地
元
の
友
人
と
食

事
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

旅
行
に
行
っ
て
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
や
温
泉
巡
り
を
し
た
い

で
す
。

Ｑ
．
好
き
な
女
性
の
タ
イ
プ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

料
理
が
得
意
で
、
優
し
い
人

が
い
い
で
す
！

金井支店管内（横山）

中静　日
ひ な

菜ちゃん（８歳）
　　　悠

ゆう

介
すけ

くん　（６歳）

　　　真
ま お

央ちゃん（４歳）
父　英仁さん　母　敬子さん

ひょうきんな性格な中静さん３きょうだ
い !
たまにケンカもしちゃいますが、仲良く
元気に遊んでいます。
最近クラシックバレエをはじめたのが
マイブームだそうです。
ご両親からのメッセージ「三人仲良く
元気にたくましく！！」

「
孫
と
の
触
れ
合
い
が

�

元
気
の
秘
訣
で
す
」

真野支店管内（金丸）

中
なかがわ

川　政
まさはち

八さん（76）
　　　アキさん（73）

時
間
を
見
つ
け
、
そ
ろ
っ
て
趣
味
に
熱

中
し
て
い
る
中
川
さ
ん
夫
婦
。
教
員
時
代

に
仲
間
の
輪
づ
く
り
と
し
て
は
じ
め
た
書

道
が
趣
味
と
な
っ
て
い
る
政
八
さ
ん
。
作

品
展
な
ど
の
出
展
や
書
き
初
め
の
講
師
と

し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
近
隣
の
小
学
校

で
子
ど
も
達
に
現
在
で
も
教
壇
に
立
っ
て

指
導
し
て
い
ま
す
。奥
様
の
ア
キ
さ
ん
は
、

ち
ぎ
り
絵
や
大
正
琴
を
習
い
、
地
域
の
同

士
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ち
ぎ
り
絵
は
全

国
大
会
に
出
場
経
歴
も
あ
り
、
や
り
が
い

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
孫
や
若
い
世
代
の
頑
張
る
姿
を
見
て
、

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
適
度
に
身

体
を
動
か
し
元
気
に
過
ご
し
た
い
」
と

日
々
頑
張
る
お
孫
さ
ん
に
つ
い
て
の
お
話

を
た
く
さ
ん
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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お知らせ

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

冬
季
地
域
座
談
会

�

開
催
の
ご
案
内

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
で
は
冬
季
地
域
座
談
会
を
開

催
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
運
営
・
事

業
に
対
す
る
ご
意
見・ご
要
望
を
伺
い
ま
す
。

▼
期
日
・
場
所

　

１
月
20
日
～
２
月
上
旬

　

各
地
域
の
集
合
場
所
や
詳
し
い
日
程

は
、
各
支
店
農
家
組
合
長
を
通
し
て
ご
案

内
致
し
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
増
設
工
事
に
伴
う

�

休
止
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、「
佐
和
田
支
店
」
お
よ
び
「
金

井
支
店
」
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
増
設
す
る
に
あ
た

り
、
稼
働
を
休
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
お
客
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を

賜
り
、
最
寄
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
休
止
期
間

　

金
井
支
店

　
　

平
成
26
年
１
月
７
日
㈫
～
９
日
㈭

　

佐
和
田
支
店

　
　

平
成
26
年
２
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

配
達
灯
油
の
組
合
員
価
格

�

導
入
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
１
月
４
日
よ
り
定
期
配
送
及

び
注
文
配
送
の
灯
油
に
つ
い
て
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
通
常
配
送
価
格
よ
り
３
円
／
㍑

の
値
引
き
を
い
た
し
ま
す
。

金
井
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の

�

休
業
に
つ
い
て

　

日
頃
、
金
井
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
ご
利

用
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

金
井
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
不
具
合
箇

所
の
修
復
の
た
め
、
12
月
24
日
よ
り
営
業

を
全
面
休
止
し
、
設
備
の
改
修
工
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
営
業
再
開
に
つ
い
て
は
３
月
下

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
ご
利
用
の
方
は
、

佐
和
田
又
は
、
両
津
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の

ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
灯
油
の
注
文
受
付
・
配
送
は
継

続
し
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

Ａ
コ
ー
プ
金
井
店
お
よ
び
新
直
売
所

「
よ
ら
ん
か
舎
」の
建
築
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

　

既
に
誌
面
等
で
ご
案
内
し
ま
し
た
、
み

だ
し
の
店
舗
の
新
築
工
事
等
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
ご
案
内
し
ま
す
。
工
事
期

間
中
は
組
合
員
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
利

用
者
の
方
々
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
期
日
・
場
所

　

①
Ａ
コ
ー
プ
金
井
店
・
直
売
所
建
築

　
　

平
成
26
年
2
月
1
日
～

�

平
成
26
年
6
月
末
（
予
定
）

　

②
Ａ
コ
ー
プ
金
井
店
解
体
工
事

　
　

平
成
26
年
8
月
上
旬
～

�

9
月
中
旬
（
予
定
）

　　

な
お
、
新
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
は
7
月
中

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

＊＊＊＊＊　毎週火曜日：ポイント２倍　毎月第２日曜日：レジ袋持参で５ポイント　毎月第３日曜日：５％OFFの日　＊＊＊＊＊
★☆★ 今月のＡコープの日　＞＞　１月20日（月）～ 21（火）ポイント２倍！ ★☆★

理
事
会
だ
よ
り

11
月
20
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

年
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

②�

不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

③�

職
制
規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④�

為
替
手
数
料
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤�

出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い
て

11
月
28
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①
役
員
報
酬
等
審
議
委
員
の
委
嘱
に�

つ
い
て

11月末　ＪＡの概況

前年比
組合員数 15,847人 （683人）
（内正組合員数） （9,131人） （▲224人）
（内准組合員数） （6,727人） （918人）
貯　金 1,142億188万円 （11億4,488万円）
貸出金 192億2,638万円 （▲12億6,327万円）
共済保有高（保障） 4,590億1,618万円（▲105億2,735万円）
購買品供給高 40億7,446万円 （▲4,511万円）
販売品販売高 51億2,078万円 （5億5,795万円）
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タ　テ　の　カ　ギタ　テ　の　カ　ギ ヨ　コ　の　カ　ギヨ　コ　の　カ　ギ

エーコープの得
とく

する情報エーコープマーク推奨品

き り と り せ ん

エーコープ推奨品クーポン券

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

１
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○○○○

・ 郵便番号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡の感想、

  農業やＪＡにつ

  いて思われるこ

  となど

応 募 方 法

江口勝さん／福山正さん／三浦春美さん
土屋ミナミさん／恵帳塚進さん
　皆様にご記入いただいた個人情報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

ご利用期間　平成２6年１月２日～３１日
※クーポン券1枚で1品限りお求めいただけます。

エーコープ

ほうじ茶ティーバック
（税込）

2g×20P １箱　218円 　
� （通常価格288円）

　下記のクーポン券を切り
取って、お近くのＡコープ
店にご持参ください。対象
商品を特典価格にてご提供
いたします。

☆規　格　2g×20P　１箱
☆特典価格（税込）　218円
　� （通常価格288円）

エーコープ
ほうじ茶

ティーバック

12 月号の当選者

① 1 月 7 日に七草を入れて
炊きます

②月が出ていなくて真っ暗
③餅にくるんで食べることも
あります

④ナガス、ザトウ、ゴンドウ
といえば

⑤顔全体、──の笑みを浮か
べる

⑦中でポップコーンとパンフ
レットを買おうかな

⑨さなぎから成虫になること
⑪水、金、地、火、木、土、天、海
⑬大豆を発酵させて作る調
味料

⑮紙幣や硬貨を入れます
⑰晴れでもなく雨でも雪でも
なく

⑲こまはこれを中心に回る
�1614年に起きた大坂冬の
──

①花火に詰められているもの
③よく天使と対比されます
⑥矢をつがえるもの
⑦自動車の心臓に当たる部分
⑧位置について、──、ドン！
⑩セーターや口紅をきらきら
光らせます

⑫正月に飾る──餅
⑭バナナが実るのは木ではな
く、葉と茎から成る──な
のです

⑯スピードを上げること
⑱その年度に 20歳になる人
を祝う──式

⑳あなたが枠の中に書き込ん
でいるもの

�たんすにしまいます
�果実が喉の炎症に効くとい
うバラ科の植物

【
解
き
方
】

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
Ａ
〜
F
の

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
ま
す
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

★ 12月号の答え
　ＡＢＣＤ
　トシコシ

【締め切り１月18日㈯消印有効】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。

　当選発表は２月号誌面。

　エーコープでは、平成26年４月から�
の消費税変更に伴い、店内商品の�
ラベル表示が、

平成26年２月１日（土）より
税抜価格

� に変更となります。
　消費税については、レジにて精算
時に加算されます。
　お客様のご理解の程、宜しくお願
い申し上げます。

商品価格表示変更のおしらせ
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食べて
み～っちゃ

JA
 

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

営
農
情
報
や
Ｊ
Ａ
佐
渡
グ
ル
ー
プ
の

お
得
情
報
を
無
料
配
信
！

　　　お求めはお近くの JA支店窓口へ

2014年
（
平
成
26年

）
１
月
１
日
発
行
	

発
行
＝
佐
渡
農
業
協
同
組
合

〒
952-8502　

佐
渡
市
原
黒
300番

地
１
	

電
話
0259（

27）
6161（

代
表
）

印
刷
所
＝
㈱
第
一
印
刷
所

　
　
　
　
　
　
2
0
1
4
．
1
　
V
O
L.2
4
6

作り方材　料

ワンポイント　●きびだんご
ミックス粉を使うことで、冷えても固くなりにくく、コシが強く
もちもちした食感が楽しめます。
よくこねるほどやわらかくなります。

米粉入りきびだんごのおしるこ
１．�こしあんと水を鍋に入れ、よく混ぜ合わせて中火にかけ温める。�
塩を加えることであんの甘味が強くなります。

２．�米粉ときび粉をボールに入れ、水（分量外）を少しずつ加えながら
みみたぶより少し柔らかい位までこねる。

３．�ひとまとまりになったら、直径２㎝程度のだんごにまるめ、中
央をくぼませる。

４．�２でできただんごをゆでる。ゆで時間は浮き上がってから１分
くらいを目安に。

５．�茹で上がっただんごを冷水で冷やし、１でできたあんと合わせ
ればできあがり。

米粉入り生姜湯
１．�米粉を大さじ６の水で溶き、水溶き米粉を作る。
２．�コップにすりおろしたしょうが、砂糖、熱湯を入れ、１を加え
て素早くかき混ぜる。

３．�とろみがついたらできあがり。

米粉入りきびだんごのおしるこ

さどっ粉（米粉ミックス粉）
　������������� 300g
きび粉����������� 100g
水������������� 150㏄
こしあん���������� 200g
塩������������小さじ１

米粉入り生姜湯
� （６人分）

さどっ粉（米粉ミックス粉）
　������������大さじ３
砂糖�����������大さじ６
水������������� 600㏄
生姜����������２㎝くらい

米粉入りきびだんごのおしるこ
＆米粉入り生姜湯女性部　真野支部の皆さん

・妊娠・出産・育児という大きな
仕事をこなすカギとなる「骨盤
ケア」の基本がわかる。産前産
後のあらゆるシーンのセルフケ
アをイラストで詳しく紹介。赤
ちゃんの抱き方、寝かせ方と
いった役立つ情報も満載。

・上野順子　著／渡部信子　監修
・定価（税込）1,365 円

安産力を高める

骨盤ケア

・たくさん食べても重くない「軽
やかな」口当たり。それでいて
素材を生かした「リッチ」な味
わい。バターと生クリームを使
わず、そんな焼き菓子が作れま
す。種類も豊富で、思わず「も
うひとつ」食べたくなる。

・吉川文子　監修
・定価（税込）1,365 円

もうひとつ食べたくなる

軽やかな焼き菓子今日もストウブで絶品レシピ

・もう鍋の大きさで迷わない！
　煮込みや蒸し焼き、揚げ物から
ごはんもの、おつまみ・おもて
なしまで、ストウブで作る絶品
レシピ。大中小のサイズに一番
あった使い方がわかるので、我
が家のストウブが大活躍！
・坂田阿季子　著
・定価（税込）1,260 円

・この1冊で、もうホームパーティー
の準備に困らない！ちょっと贅
沢な「おもてなし」レシピ。10
通りのバラエティ豊かなコース
から、お望みのシーンにあった
料理の組み合わせと段取り、仕
上げがすぐわかる。

・冷水希三子　著
・定価（税込）1,365 円

また来たいと思われる

ちょっと贅沢なおもてなしレシピ
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